
2025 年 9 月 14 日 聖霊降臨後第 14 主日 「あなたを探し求める方がいる」 

聖書：出エジプト記 32:7―14 / 1 テモテ 1:12―17 / ルカ 15:1―10 

皆さんは、何か大切なものをなくした経験はあるでしょうか。私は毎日探し物をしています。朝起きるとまず

はメガネを探します。次に携帯電話を探します。皆さんも財布や鍵をなくすと、心配でたまらず、家中を探しま

すよね。特に大切なものほど、必死になって探すものです。そしてそのように大切な物の中には、何度も「無く

した」と思っても、必ず手元に戻って来る物があります。 

 私のこのキーホルダーはもう 35 年ほど愛用しています。50 セント銀貨が付いていますが、表面の吠える狼

のレリーフは、すり減って見分けが付きません。同じ人が作ってくれた財布は、30 年ほど使い続けています。

車の屋根に載せたまま走り出して落としたり、バイクバックから落としたり、タクシーで落としたりしました。け

れど中身が無くなっても、この財布は必ず見つかります。けれど私は自分がどれほど愚か者かを知っていま

す。だから財布には鎖を付けベルトと結びつけています。そしてキーホルダーと両方に発信器を付けていま

す。これでいつでも何処にあるのかすぐ分かります。見えなくても音を鳴らし探せます。 

 

神さまは私たちが迷子にならないために、特別な救いを私たちそれぞれに与えて下さいました。それが「お祈

り」です。神さまはそのように私たち一人一人を、いつも探し求めておられる方です。私たちは神さまに必ず

見つけ出されて、救い出されます。今日の聖書は「あなたを探し求める方がいる」ということを、三つの場面を

通して示します。 

出エジプト記 32 章でイスラエルの民は、金の子牛を作り礼拝するという大きな罪を犯しました。神さまは「彼

らを滅ぼそう」とまで言われます。けれどモーセは必死に祈り、「あなたが選ばれた民をどうか思い直してくだ

さい」と、神さまにお許しを願いました。 

 神さまはモーセの祈りを受け入れ、思い直されたと書かれています。ここには「罪を犯した者を切り捨てる

神」ではなくて、「とりなしを通して、正しい人を探し求める神」の姿があります。 

この物語は、「私たちは失敗して神さまから離れてしまうことがあるけれど、それでも神さまは決して見放され

ず、私たちが御許に帰る道を備えておられる」嬉しい恵みを示しています。 

第 2 朗読はパウロです。ご存知のように彼は、キリスト者たちの迫害者です。自分たちの信じる『正義』によ

って、キリスト者を裁こうとします。けれど主はそんなパウロを用いて、逆に異邦人たちに福音を伝える器とし

て立てられました。 

パウロは「私は罪人のかしらだ」と告白しますが、同時に「キリストは罪人を救うために来られた」と大胆に語

ります。ここにも「探し求める方」がいます。 

 そして「罪人を救うために来られた」イエス・キリストの愛の極みが、十字架上の死と復活です。 

十字架の上で、キリストは「あなたを探し求める」神の愛を身をもって示されました。罪のゆえに失われた私た

ちを、血を流してでも取り戻そうとされたのです。そして死からの甦りをもって私たちに新しいのちを与えられ

ました。 

 だからパウロは、過去の過ちにとらわれず、「恵みによって今の自分がある」と告白することができました。

十字架は、どんな罪人であっても赦され、神の愛のうちに生きることができることを示す永遠のしるしです。 

 イエスさまは「失われた羊」と「失われた銀貨」の譬えを話されました。この羊飼いは 100 匹のうちの 1 匹が

迷えば、99 匹を残してでも探しに行きます。銀貨をなくした女性は、見つかるまで家中をくまなく探します。そ



して続けて、イエスさまは「失われた物を見つけた時には大きな喜びがある」と語られます。 

この二つの話の中心は、「失われた物を必死に探す神の愛」と「見つけたときの神さまの大きな喜び」です。 

神さまにとって私たちは、いくらでも代わりのきく 1 人ではなく、かけがえのない一人なのです。 

私たちも人生の中で迷います。信仰が弱まるとき、罪に負けるとき、心が疲れて神の声が聞こえなくなると

き。しかし、そのような時こそ神さまは「あなたを探し求めている」と聖書は告げます。 

 

 モーセの祈りは、誰かがあなたのためにとりなしてくれていることを思い出させます。パウロの証は、過去の

失敗があっても神はなおあなたを用いることを示します。そしてイエスさま今日のたとえは、神があなたを見

つけたときに天が喜ぶことを教えます。 

ですから私たちは、迷いの中にあっても絶望する必要はありません。主に立ち返り、主に祈り、また共に礼

拝することを通して、神の喜びにあずかるのです。 

 「あなたを探し求める方がいる」。それは、天の神さまです。私たちがどんなに遠くに行っても、どんなに深い

闇に落ちても、神さまは決して諦めません。必ず探し出して、私たちを担ぎ上げ、私たちを抱きしめ、共に歩

んでくださいます。 

 

そして、その神の愛の最も確かな保証こそ、イエス・キリストの十字架です。 

十字架は「神がどこまでもあなたを探し求める」という愛の証であり、「あなたは赦され、見いだされた」という

救いのしるしです。復活の主は今も生きておられ、私たちを希望へと導いてくださいます。 

 

神さまの愛と十字架の恵みを信じて、今日も感謝をもって歩んでまいりましょう。 

アーメン。 

 

 人知では到底計り知ることの出来ない神の平安が、 

キリストイエスにあって、あなたがたの心と思いとを守られますように。 

アーメン。 


